



平成 +1年 ++月 ,,日受付平成 +2年 -月 +*日受理
要約 : 東京都内に存在する都立公園の駒沢オリンピック公園は +30. 昭和 -3年第 +2回東京オリンピック
大会終了後 総合運動公園として利用されている その管理は 当初から 東京都の建設局と教育庁が分掌
している 前者は 修景施設 サイクリングコス 遊戯施設などの公園施設を担い 施設工事と植栽工事
の計画 調査 設計及び施工 そして維持管理を 後者が 運動施設 体育施設 の施設整備ならびに維持
管理運営を担っている その後 運動施設の整備拡充と利用者の増加により 大規模かつ専門的な技術が要
求されるようになり +320 昭和 0+ 年から財団法人東京都生涯文化財団に管理委託された また 公園施
設についても 従前より公園事業を受託した東京都公園協会に +332 平成 +* 年から管理委託された 本研
究はこのように明確に二分化して 管理がされてきた公園の管理運営システムの特徴を明らかにすることを
目的とした 分析の結果 当公園の管理運営の特性としては 運動 スポツ と 公園地 に関わる ,つ
の専門分化における管理体制がなっているが 各の独立した管理運営のため 相互を活かした協働管理体
制にまでは展開していないこと 専門機関への管理委託により スポツ に特化したレクリエションあ
るいは運動に関する高度なサビスが提供されていること 公園地や公園施設 運動施設 を活かした収益
事業も生まれているが 経営事業へまでは展開していないことなどが明らかになった











管理運営は 植物管理 施設管理 清掃管理などの 維持
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設局 以下 建設局と略す と東京都教育庁 以下 教育
庁と略す が分掌して 前者が 運動施設を除く 修景施
設 サイクリングコス 遊戯施設などの公園施設などの
計画 調査 設計及び施工 そして維持管理を 後者が
運動施設 体育施設 の施設整備ならびに維持管理を担っ
てきた 本研究では その管理運営システムの特徴を究明
するために 駒沢総合運動場として完成した +3.3 昭和









,**. 平成 +0 年現在 総面積約 .+haで 陸上競技場
.** m芝生フィルド約 ,-,***人収容 補助競技
場 体育館 フロア +,2**m,約 -,/**人収容 屋内球技
場 フロア +,0**m,約 ,,-**人収容 球技場 ,ケ所
硬式野球場 軟式野球場 ,面 テニスコト クレイ
コト 2面 屋外プル /*m 弓道場 1的 トレ
ニングルム等の体育施設のほか サイクリングコス
全長 ,,*20mジョギングコス 全長 ,,+.2m児童公
園 -ケ所 流れる池等の施設で構成されている-
+3/3 昭和 -. 年に第 +2回東京オリンピック大会の第
二会場として .0億円の工事費を費やして +30. 昭和









たように 財東京都生涯学習文化財団 以下 生涯文化
財団 と略す と 財東京都公園協会 以下 公園協会








公園協会は その前身である東京公園協会が +3.2 昭












+3.3 昭和 ,. 年 東京都 庁議決定事項 案件第 ,-号
により 駒沢総合運動場に関わる整備予算が教育庁におい
て計上され 建設工事は建設局に執行委任し 完成後の管
理運営は教育庁所管となった +3/+ 昭和 ,0年 東京都
駒沢総合運動場設置条例	 +3/. 昭和 ,3年には 東京都
体育施設条例	 が施行され 運動場としての整備がすすめ
られた
+3// 昭和 -* 年に 東京都教育庁総務部施設課駒沢総
合運動場建設事務所は駒沢総合運動場に改称され 事業所
として発足したその後 +3/2 昭和 --年第 -回アジア競
技大会 +3/3 昭和 -. 年第 +.回国民体育大会の開催会場
として利用されたが 一般への公開はされていなかった
+30+ 昭和 -0 年 建設省 現国土交通省 告示によ
図 + 公園管理区分平面図
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経理係 管理係 管制塔係 公園課 施設係 植物係 体
育施設課 奉仕係 指導係 営繕係 が設けられた2




た 当時の分掌事務資料によると それぞれの責務は 
公園管理に関わる部署においては 植物の維持管理 植物
係 施設の維持管理 施設係 に加えて 失業対策事業に
関すること 施設係 を担っている 体育施設の管理に
関わる部署においては 体育施設 競技施設 の維持管理
営繕係機械担当主査 に加えて 施設の利用承認に関す
ること 奉仕係 さらにスポツに関する相談や指導 ス
ポツに関する研究会や講習会 スポツに関する資料収
集や保存 指導係 を担っていた 管理事務全般に関わ
る部署では公園の土地建物施設の財産資産管理に関
わること 公園地の占用や設置許可に関することの他に
公園の利用 広報 イベント 催物 に関することや 体
育施設を含む公園内の取り締りや清掃に関すること 管理
係 を担っているという特徴がみられた また この期間
における管理組織体制として 職員の職能に着目してみて
みると 公園管理に関わる部署においては 造園技術	
農園芸	 土木技術	 等 体育施設の管理に関わる部署
においては 建築技術	 電気技術	 機械技術	 機械管
理	 等 それぞれ専門分化した技術者が配されている3
+32/ 昭和 0* 年 .月 駒沢オリンピック公園の管理運




足し 教育庁の専管となった さらに翌 +320 昭和 0+ 年
には 財団法人東京都教育振興財団に管理運営が委託さ
れ 財東京都教育振興財団駒沢オリンピック公園総合




なお 財団法人東京都教育振興財団は +322 昭和 0-
年に財団法人東京都埋蔵文化財センタとの合併により
財団法人東京都教育文化財団 さらに 財団法人都民カ
レッジとの合併により +333 平成 ++ 年 財団法人東京
都生涯学習文化財団となった++














昭和 ,. 年から +30- 昭和 -2 年までの 教育庁管理時
代	 +30. 昭和 -3年から +32. 昭和 /3年までの 教











係 サビス係 施設係で構成され 使用料等の徴収や広報
及び調査に関すること 管理係 運動施設設備や芝生
グラウンド等の維持管理や整備に関すること 施設係 器










している なお ,**- 平成 +/ 年度の延参加者数は 前
者は +2,3-2人 後者は ,,,+-0人となっている+/
また管理費用をみると ,**. 平成 +0年の維持管理費









管理費用をみると ,**- 平成 +/ 年度の公園維持管理
費は -,---,*2/円である+1 なお 公園整備費は -*,3*,千
円である+2 また 公園地の歳入をみると .-,23,千円で











されていた +30. 昭和 -3 年+32. 昭和 /3 年間を対
象として 駒沢オリンピック公園の管理運営の実態を分析
することにより その特性を明らかにする
なお ここでは 研究の緒言でも述べたように 民間の
機関による都市公園の管理運営との差異にも着目して 利
用サビスの向上や経営的な管理運営という視点から





この間は 来園者数の +31- 昭和 .2 年の ,21万人をピ




ここで 個の体育施設の使用状況 施設稼動状況 と
して 利用可能日数に対する使用日数の割合の推移を示し
たのが図 .,0-+である個別施設にみると硬式野球場軟
式野球場 バレボル練習場 弓道場 水泳場は 稼働
率は比較的高いといえる 第一球技場 第二球技場は 稼
働率が低いといえるが 各施設とも使用率はほぼ 0*以
























和 .2 年 やファミリ 親子 を対象としたコス設定
+31. 昭和 .3年によりサイクリングコスの総利用




る そこで 占用利用 一時占用 の状況を分析した 占
用利用の目的としては テレビ 映画 コマシャルなど
の各種撮影の場 あるいは集会などの会場としての一時占
用利用されること多く 年間利用件数の推移を分析すると
図 1.,.1となる 特に 写真や映画等の撮影にともなう占
用利用は 年間 -**件近くになっている これらの利用を
積極的に受け入れているとも読み取れる このことは 占
用使用料をともなうものであり 公園管理経費のための財
源 歳入 の一つとして評価できるものである さらに写


















撮影 映画撮影 駐車による一時占用使用料 公衆電話 鉄
塔などの常時占用使用料 そして売店占用使用料で構成さ
れる それらの推移と構成比をみると図 +*となり/, 占用
使用料 一時占用を含むが歳入の /*以上を占めている
図 - 公園来園者数の推移 +31,年度+32-年度
図 / スポツ教室参加者数推移 +31,年度+32,年度
図 . 体育施設使用率の推移 +31,年度+32-年度
図 0 サイクリングコス利用者数の推移
+31+年間+31,年間 +31-年度+32-年度





































て 積層されつつ 進化してきたと考察される つまり
体育 運動から 運動及び公園さらに スポツ
文化生涯学習 と 公園 へと特化していったといえる
 駒沢オリンピック公園の管理組織体制は 公園建




理 概念とも言える 公園地 と レクリエション が
一体となった運営管理体制の履歴をもっているわけで 先
見的な体制にあったといえる そして スポツ に特化
したレクリエションあるいは運動に関するサビスを当
初から専属化した管理体制の中で実行してきたといえる






た しかし 運動 と 公園 という特徴ある ,つの専門
家集団が 組織的には一体でありながら 実態としては ,




図 +, 売店使用料 教育庁と建設局 の推移
+31/年度+32-年度




 他方では 運動 の専門家集団であることから 自
主的事業として 公園 すなわち運動公園の特色を活かす
ように スポツに関わる質の高いサビス スポツの








られている中で 公園地や公園施設 運動施設 を活かし
た財源捻出の可能性を充分に期待できる実績といえる
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A Study on the Management System
of Komazawa Olympic Park
By
Yuhong LI*, Tadakazu KANEKO** and Toshitaro MINOMO**
(Received Novemer ,,, ,**//Accepted March +*, ,**0)
Summary : Tokyo Metropolitan Komazawa Olympic Park, constructed for the +3/3 (Showa -.) Tokyo
Olympic Games, since the completion of the games, has been utilized as a general sports ground.
Initially management of the grounds was divided between the Tokyo Construction Bureau and the
Tokyo O$ce of Education. The former of these bore the responsibility for landscaping facilities, the
cycling course, play equipment and such, while the latter took responsibility for planning mainte-
nance of the facilities and trees, assessment studies, general planning and construction, general
maintenance management of sports and recreation facilities, as well as infrastructural management.
After that initial period, it became obvious that there was a need to acquire specialized faculties in
order to e#ectively implement large-scale management such as the upgrading of sports facilities and
the promotion of public utilization of those facilities. To that end, from +320 (Showa 0+) the
management of the sports facility was outsourced to its incorporated portion, Tokyo Lifelong
learning and Culture Foundation. In addition the park facilities were in +332 (Heisei +*) subjected to
a management commission by the Tokyo Parks Association (which had at the time, previously
managed business a#airs of parks). In this way it became an example of public management of a high
quality sports facility and park that was clearly split in to two parts (sports facility and park) and
partially outsourced management. After that there will be an investigation of the various steps of the
management system and this may serve as reference for future development. Our investigation
showed the following : (+) The management times were divided into three periods by the time
changes. Those organizations evolved to make use of heightened management technology e#ectively.
(,) This management system was a foresight system, from the concept of “the park/recreation
management” that is a model of the North American park management system. (-) In the dual
management times, that two expert group with the characteristic of “sport” and “park” were not in a
mutual cooperating management. (.) High quality service for sports suggests construction of a
management system which considered specialty and professional ability of a manager by enforcement
at ﬁrst. (/) Concerned with park management costs, the revenue by fees for using exercise institution,
temporary occupancy revenue of park ground/the stand, the possibility of such management can be
expected. (0) The measure concerning the unemployed gave further suggestion for the future.
Key words : Komazawa Olympic Park, Park management system, Park management, city park
*
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